
(57)【要約】　　　（修正有）

【課題】撮像素子とカバーガラスとの間の空隙の気密性

を向上させることが可能な電子内視鏡用撮像装置を提供

する。

【解決手段】電子内視鏡の撮像装置は、ＣＣＤ２３と、

ＣＣＤ２３の撮像面上にスペーサ２５を介して取り付け

られたカバーガラス２６とを備え、スペーサ２５、カバ

ーガラス２６の端面２５ａ、２６ａを覆うように封止剤

３５が塗布されている。封止剤３５の表面、およびＣＣ

Ｄ２３と封止剤３５との外側に露出した境界部分４０、

およびカバーガラス２６と封止剤３５との外側に露出し

た境界部分４１には、電子ビーム真空蒸着法により薄膜

４２が形成されている。薄膜４２は、例えばＭｇＦ2、

またはＳｉＯ2の少なくともいずれか一方からなり、真

空度が１×１０- 5ｍｂｒ以下の真空中にて、雰囲気温度

が常温～４０℃、４０～５０ｎｍ／ｓｅｃの成膜速度で

、膜厚ｄが１００～１２０ｎｍとなるように形成される

。

【選択図】図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 撮 像 素 子 と 、 前 記 撮 像 素 子 の 撮 像 面 上 に 空 隙 を 空 け て 取 り 付 け ら れ た カ バ ー ガ ラ ス と を
備 え 、 前 記 空 隙 の 気 密 性 を 確 保 す る た め に 、 前 記 カ バ ー ガ ラ ス の 端 面 を 覆 う よ う に 封 止 剤
が 塗 布 さ れ た 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 に お い て 、
　 前 記 端 面 、 ま た は 前 記 封 止 剤 の 表 面 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 に 、 物 理 的 気 相 成 長 法 に
よ り 薄 膜 が 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 薄 膜 は 、 前 記 撮 像 素 子 と 前 記 封 止 剤 と の 外 側 に 露 出 し た 境 界 部 分 、 お よ び 前 記 カ バ
ー ガ ラ ス と 前 記 封 止 剤 と の 外 側 に 露 出 し た 境 界 部 分 を 覆 う よ う に 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 薄 膜 は 、 Ｍ ｇ Ｆ 2 、 ま た は Ｓ ｉ Ｏ 2 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 か ら な る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 １ ま た は ２ に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 薄 膜 は 、 １ ０ ０ ～ １ ２ ０ ｎ ｍ の 膜 厚 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ３ の
い ず れ か に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 薄 膜 は 、 常 温 ～ ４ ０ ℃ の 雰 囲 気 温 度 で 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ な い し ４
の い ず れ か に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 前 記 薄 膜 は 、 １ × １ ０ - 5 ｍ ｂ ｒ 以 下 の 真 空 度 に て 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １
な い し ５ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 前 記 薄 膜 は 、 ４ ０ ～ ５ ０ ｎ ｍ ／ ｓ ｅ ｃ の 成 膜 速 度 で 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ な い し ６ の い ず れ か に 記 載 の 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 。
                                                                                
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 撮 像 素 子 と 、 撮 像 素 子 の 撮 像 面 上 に 空 隙 を 空 け て 取 り 付 け ら れ た カ バ ー ガ ラ ス と を 備 え
、 空 隙 の 気 密 性 を 確 保 す る た め に 、 カ バ ー ガ ラ ス の 端 面 を 覆 う よ う に 封 止 剤 が 塗 布 さ れ た
電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 医 療 分 野 に お い て 、 電 子 内 視 鏡 を 利 用 し た 医 療 診 断 が 盛 ん に 行 わ れ て い る 。
電 子 内 視 鏡 は 、 そ の 先 端 に Ｃ Ｃ Ｄ な ど の 撮 像 素 子 を 備 え た 撮 像 装 置 が 内 蔵 さ れ 、 Ｃ Ｃ Ｄ に
よ り 取 得 し た 撮 像 信 号 を デ ジ タ ル の 画 像 デ ー タ に 変 換 す る こ と で 、 モ ニ タ な ど を 介 し て 生
体 内 の 画 像 を 観 察 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 上 記 の よ う な 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 は 、 Ｃ Ｃ Ｄ の 撮 像 面 上 に 空 隙 を 空 け て カ バ ー ガ ラ ス
が 取 り 付 け ら れ て お り 、 空 隙 に 水 分 が 浸 入 す る こ と に よ っ て カ バ ー ガ ラ ス に 結 露 が 生 じ る
な ど し て 、 Ｃ Ｃ Ｄ で 得 ら れ る 画 像 の 画 質 が 劣 化 す る こ と を 防 止 す る た め に 、 カ バ ー ガ ラ ス
の 端 面 を 覆 う よ う に 封 止 剤 が 塗 布 さ れ て い る 。 し か し な が ら 、 実 際 に は 、 封 止 剤 の み で 空
隙 の 気 密 性 を 確 保 す る こ と は 難 し く 、 一 般 的 な Ｃ Ｃ Ｄ パ ッ ケ ー ジ の 気 密 封 止 と 比 較 し て も
、 耐 湿 性 が 著 し く 劣 る と い う 問 題 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 上 記 の よ う な 問 題 を 解 決 す る た め に 、 封 止 剤 の 表 面 お よ び そ の 周 辺 部 に 、 常 温 液 状 ガ ラ
ス を 塗 布 ・ 硬 化 さ せ て ガ ラ ス 被 膜 を 形 成 し た 固 体 撮 像 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 １
参 照 ） 。 ま た 、 Ｃ Ｃ Ｄ と カ バ ー ガ ラ ス と が 貼 り 合 わ さ れ た 露 出 部 に 、 常 温 液 状 ガ ラ ス を 塗
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布 ・ 硬 化 さ せ て ガ ラ ス 被 膜 を 形 成 し た 後 、 Ｃ Ｃ Ｄ お よ び カ バ ー ガ ラ ス の 周 辺 部 に 封 止 剤 を
塗 布 し た 固 体 撮 像 装 置 が 提 案 さ れ て い る （ 特 許 文 献 ２ 参 照 ） 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ５ － １ ８ ３ １ ３ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 平 ５ － １ ８ ３ １ ３ ７ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ お よ び ２ に 記 載 の 固 体 撮 像 装 置 で は 、 大 気 中 で ガ ラ ス 被 膜 を 形 成 し て い る の
で 、 Ｃ Ｃ Ｄ と カ バ ー ガ ラ ス と の 間 の 空 隙 に 大 気 中 の 水 分 を 残 し た ま ま 封 止 し て し ま う お そ
れ が あ る 。 ま た 、 均 一 な 膜 質 で ガ ラ ス 被 膜 を 形 成 す る こ と が 困 難 で あ る た め 、 膜 厚 の 薄 い
部 分 か ら 水 分 の 浸 入 を 許 す 可 能 性 が あ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 撮 像 素 子 と カ バ ー ガ ラ ス と の 間 の 空
隙 の 気 密 性 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 な 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る
。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 撮 像 素 子 と 、 前 記 撮 像 素 子 の 撮 像 面 上 に 空 隙 を
空 け て 取 り 付 け ら れ た カ バ ー ガ ラ ス と を 備 え 、 前 記 空 隙 の 気 密 性 を 確 保 す る た め に 、 前 記
カ バ ー ガ ラ ス の 端 面 を 覆 う よ う に 封 止 剤 が 塗 布 さ れ た 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 に お い て 、 前
記 端 面 、 ま た は 前 記 封 止 剤 の 表 面 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 に 、 物 理 的 気 相 成 長 法 に よ り
薄 膜 が 形 成 さ れ た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 な お 、 前 記 薄 膜 は 、 前 記 撮 像 素 子 と 前 記 封 止 剤 と の 外 側 に 露 出 し た 境 界 部 分 、 お よ び 前
記 カ バ ー ガ ラ ス と 前 記 封 止 剤 と の 外 側 に 露 出 し た 境 界 部 分 を 覆 う よ う に 形 成 さ れ る こ と が
好 ま し い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
ま た 、 前 記 薄 膜 は 、 Ｍ ｇ Ｆ 2 、 ま た は Ｓ ｉ Ｏ 2 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 か ら な る こ と が 好
ま し い 。 ま た 、 前 記 薄 膜 は 、 １ ０ ０ ～ １ ２ ０ ｎ ｍ の 膜 厚 を 有 す る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 前 記 薄 膜 は 、 常 温 ～ ４ ０ ℃ の 雰 囲 気 温 度 で 形 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 ま た 、 前 記
薄 膜 は 、 １ × １ ０ - 5 ｍ ｂ ｒ 以 下 の 真 空 度 に て 形 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 さ ら に 、 前 記 薄
膜 は 、 ４ ０ ～ ５ ０ ｎ ｍ ／ ｓ ｅ ｃ の 成 膜 速 度 で 形 成 さ れ る こ と が 好 ま し い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 の 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 に よ れ ば 、 カ バ ー ガ ラ ス の 端 面 、 ま た は 封 止 剤 の 表 面 の
少 な く と も い ず れ か 一 方 に 、 物 理 的 気 相 成 長 法 に よ り 薄 膜 が 形 成 さ れ る の で 、 撮 像 素 子 と
カ バ ー ガ ラ ス と の 間 の 空 隙 に 水 分 が 殆 ど な い 状 態 で 封 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 比 較 的
容 易 に 均 一 な 膜 質 の 薄 膜 を 得 る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 撮 像 素 子 と カ バ ー ガ ラ ス と の
間 の 空 隙 の 気 密 性 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な り 、 電 子 内 視 鏡 用 撮 像 装 置 の 信 頼 性 の 向 上
に 寄 与 す る こ と が で き る 。 ま た 、 常 温 ～ ４ ０ ℃ の 雰 囲 気 温 度 で 薄 膜 を 形 成 す る た め 、 撮 像
素 子 が 破 損 す る お そ れ が な い 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 １ に お い て 、 電 子 内 視 鏡 装 置 ２ は 、 電 子 内 視 鏡 １ ０ 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ 、 お よ び 光
源 装 置 （ 図 示 せ ず ） な ど か ら 構 成 さ れ る 。 電 子 内 視 鏡 １ ０ は 、 生 体 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部
１ ２ と 、 挿 入 部 １ ２ の 基 端 部 分 に 連 設 さ れ た 操 作 部 １ ３ と 、 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ や 光 源 装
置 に 接 続 さ れ る コ ー ド １ ４ と を 備 え て い る 。 操 作 部 １ ３ に は 、 処 置 具 が 挿 通 さ れ る 鉗 子 孔
１ ５ が 設 け ら れ て い る 。 ま た 、 挿 入 部 １ ２ の 先 端 に 連 設 さ れ た 先 端 部 １ ２ ａ に は 、 生 体 内
撮 影 用 の 撮 像 装 置 １ ６ （ 図 ２ 参 照 ） が 内 蔵 さ れ て い る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】
　 プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ に は 、 撮 像 装 置 １ ６ で 取 得 し た 撮 像 信 号 に 各 種 信 号 処 理 を 施 す 信 号
処 理 回 路 な ど が 、 光 源 装 置 に は 、 コ ー ド １ ４ を 通 し て 電 子 内 視 鏡 １ ０ に 照 明 光 を 供 給 す る
光 源 が そ れ ぞ れ 搭 載 さ れ て お り 、 撮 像 装 置 １ ６ で 撮 像 し た 生 体 内 の 画 像 を 、 モ ニ タ １ ７ に
よ り 観 察 す る こ と が 可 能 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 図 ２ に お い て 、 先 端 部 １ ２ ａ に は 、 観 察 窓 ２ ０ が 設 け ら れ て い る 。 観 察 窓 ２ ０ に は 、 生
体 内 の 観 察 部 位 の 像 光 を 取 り 込 む た め の 対 物 光 学 系 （ レ ン ズ 群 ） ２ １ を 保 持 す る 鏡 筒 ２ ２
が 配 設 さ れ て い る 。 こ の 鏡 筒 ２ ２ の 後 端 に は 、 対 物 光 学 系 ２ １ を 経 由 し た 観 察 部 位 の 像 光
を Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ に 導 光 す る プ リ ズ ム ２ ４ が 接 続 さ れ て い る 。 な お 、 図 示 は し て い な い が 、 先
端 部 １ ０ ａ に は 、 生 体 内 の 観 察 部 位 に 光 源 装 置 か ら の 照 明 光 を 照 射 す る た め の 照 明 窓 や 、
鉗 子 孔 １ ５ に 連 通 し た 鉗 子 出 口 な ど が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ は 、 例 え ば イ ン タ ー ラ イ ン 型 の Ｃ Ｃ Ｄ か ら な る 。 図 ３ に も 示 す よ う に 、 Ｃ Ｃ
Ｄ ２ ３ の 撮 像 面 ２ ３ ａ 上 に は 、 四 角 枠 状 の ス ペ ー サ ２ ５ を 介 し て 矩 形 板 状 の カ バ ー ガ ラ ス
２ ６ が 取 り 付 け ら れ て い る 。 こ れ ら Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ 、 ス ペ ー サ ２ ５ 、 お よ び カ バ ー ガ ラ ス ２ ６
は 、 接 着 剤 で 互 い に 接 着 さ れ て 組 み 付 け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ の 後 端 面 に は 、 接 着 剤 に よ り 回 路 基 板 ２ ７ が 接 着 さ れ て い る 。 ま た 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２
３ と 回 路 基 板 ２ ７ の 裏 面 に は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ の 電 子 シ ャ ッ タ の 駆 動 信 号 を 入 力 す る た め の 導
電 板 ２ ８ が 片 側 に 寄 せ て 懸 け 渡 さ れ て い る （ 図 ３ 参 照 ） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ の 回 路 基 板 ２ ７ 側 に は 、 端 子 ２ ９ が 配 設 さ れ て い る 。 端 子 ２ ９ は 、 ボ ン デ ィ ン
グ ワ イ ヤ ３ ０ に よ り 回 路 基 板 ２ ７ 上 の 端 子 ３ １ に 接 続 さ れ て い る 。 ま た 、 回 路 基 板 ２ ７ の
入 出 力 端 子 ３ ２ に は 、 コ ー ド １ ４ を 介 し て プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ に 各 種 信 号 を 入 出 力 す る た
め の 信 号 線 ３ ３ が 半 田 付 け さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 端 子 ２ ９ 、 ３ １ 、 お よ び ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ３ ０ は 、 封 止 剤 ３ ４ に よ り 封 止 さ れ て い る
。 ま た 、 ス ペ ー サ ２ ５ 、 お よ び カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ の 端 面 ２ ５ ａ 、 ２ ６ ａ を 覆 う よ う に 封 止
剤 ３ ５ が 塗 布 さ れ て い る 。 封 止 剤 ３ ４ 、 ３ ５ は 、 例 え ば 一 液 硬 化 性 の エ ポ キ シ 樹 脂 か ら な
る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
封 止 剤 ３ ５ は 、 ス ペ ー サ ２ ５ を 介 し て カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ が 取 り 付 け ら れ た Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ と 回
路 基 板 ２ ７ と を 接 着 し て 、 ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ３ ０ に よ り 端 子 ２ ９ と 端 子 ３ １ と を 接 続 し
、 封 止 剤 ３ ４ に よ り 端 子 ２ ９ 、 ３ １ 、 お よ び ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ３ ０ を 封 止 し た 後 に 塗 布
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 封 止 剤 ３ ５ が 塗 布 さ れ た 部 分 を 拡 大 し た 図 ４ に お い て 、 封 止 剤 ３ ５ の 表 面 、 お よ び Ｃ Ｃ
Ｄ ２ ３ と 封 止 剤 ３ ５ と の 外 側 に 露 出 し た 境 界 部 分 ４ ０ 、 お よ び カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ と 封 止 剤
３ ５ と の 外 側 に 露 出 し た 境 界 部 分 ４ １ に か け て 、 薄 膜 ４ ２ が 形 成 さ れ て い る 。 薄 膜 ４ ２ は
、 例 え ば Ｍ ｇ Ｆ 2 、 ま た は Ｓ ｉ Ｏ 2 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 か ら な り 、 封 止 剤 ３ ５ の 塗 布
後 に 物 理 的 気 相 成 長 法 に よ り 形 成 さ れ る 。 な お 、 物 理 的 気 相 成 長 法 と し て は 、 例 え ば 、 真
空 蒸 着 法 、 ス パ ッ タ リ ン グ 法 、 イ オ ン プ レ ー テ ィ ン グ 法 な ど が あ る が 、 本 実 施 形 態 で は 、
電 子 ビ ー ム に よ る 真 空 蒸 着 法 を 挙 げ て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 薄 膜 ４ ２ の 形 成 に あ た っ て は 、 境 界 部 分 ４ ０ 、 ４ １ を 除 い て 、 カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ お よ び
回 路 基 板 ２ ７ の 表 面 を カ プ ト ン （ 登 録 商 標 ） テ ー プ に よ り マ ス キ ン グ し 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ の 裏
面 を カ プ ト ン （ 登 録 商 標 ） テ ー プ で 蒸 着 装 置 の 基 板 取 り 付 け 治 具 に 貼 り 付 け た 後 、 カ バ ー
ガ ラ ス ２ ６ の 表 面 の 塵 埃 を ブ ロ ワ ー で 吹 き 飛 ば し て か ら 真 空 引 き を 行 う 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 表 １ に 示 す よ う に 、 薄 膜 ４ ２ は 、 電 子 ビ ー ム 真 空 蒸 着 装 置 に よ り 、 真 空 度 が １ × １ ０ - 5

ｍ ｂ ｒ 以 下 の 真 空 中 に て 、 雰 囲 気 温 度 が 常 温 ～ ４ ０ ℃ （ 基 板 加 熱 な し ） 、 ４ ０ ～ ５ ０ ｎ ｍ
／ ｓ ｅ ｃ の 成 膜 （ 蒸 着 ） 速 度 で 、 膜 厚 ｄ が １ ０ ０ ～ １ ２ ０ ｎ ｍ と な る よ う に 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
【 表 １ 】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【 ０ ０ ２ ４ 】
次 に 、 上 記 実 施 形 態 に よ る 撮 像 装 置 １ ６ の 製 造 手 順 を 説 明 す る 。 ま ず 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ の 撮 像
面 ２ ３ ａ 上 に 、 ス ペ ー サ ２ ５ を 介 し て カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ を 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ の 取 り 付 け 後 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ の 後 端 面 に 回 路 基 板 ２ ７ を 接 着 す る 。 次 い で
、 ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ３ ０ に よ り 端 子 ２ ９ と 端 子 ３ １ と を 接 続 し 、 封 止 剤 ３ ４ に よ り 端 子
２ ９ 、 ３ １ 、 お よ び ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ３ ０ を 封 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
封 止 剤 ３ ４ に よ り 端 子 ２ ９ 、 ３ １ 、 お よ び ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ３ ０ を 封 止 し た 後 、 ス ペ ー
サ ２ ５ 、 お よ び カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ の 端 面 ２ ５ ａ 、 ２ ６ ａ を 覆 う よ う に 封 止 剤 ３ ５ を 塗 布 す
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
封 止 剤 ３ ５ の 塗 布 後 、 境 界 部 分 ４ ０ 、 ４ １ を 除 い て 、 カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ お よ び 回 路 基 板 ２
７ の 表 面 を カ プ ト ン （ 登 録 商 標 ） テ ー プ に よ り マ ス キ ン グ し 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ の 裏 面 を カ プ ト
ン （ 登 録 商 標 ） テ ー プ で 蒸 着 装 置 の 基 板 取 り 付 け 治 具 に 複 数 個 並 べ て 貼 り 付 け る 。 そ し て
、 カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ の 表 面 の 塵 埃 を ブ ロ ワ ー で 吹 き 飛 ば し て か ら 真 空 引 き を 行 い 、 蒸 着 物
質 で あ る Ｍ ｇ Ｆ 2 、 ま た は Ｓ ｉ Ｏ 2 の 少 な く と も い ず れ か 一 方 を 電 子 ビ ー ム に よ り 蒸 発 さ せ
て 、 ４ ０ ～ ５ ０ ｎ ｍ ／ ｓ ｅ ｃ の 成 膜 （ 蒸 着 ） 速 度 で 、 膜 厚 ｄ が １ ０ ０ ～ １ ２ ０ ｎ ｍ と な る
よ う に 薄 膜 ４ ２ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
薄 膜 ４ ２ の 形 成 後 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ お よ び 回 路 基 板 ２ ７ を 蒸 着 装 置 か ら 取 り 出 し て カ プ ト ン （
登 録 商 標 ） テ ー プ を 剥 が し 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ と 回 路 基 板 ２ ７ の 裏 面 に 導 電 板 ２ ８ を 片 側 に 寄 せ
て 懸 け 渡 す 。 最 後 に 、 鏡 筒 ２ ２ に 接 続 さ れ た プ リ ズ ム ２ ４ に 、 接 着 剤 に よ り カ バ ー ガ ラ ス
２ ６ を 取 り 付 け る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
上 記 の よ う に 製 造 さ れ た 撮 像 装 置 １ ６ を 電 子 内 視 鏡 １ ０ の 挿 入 部 １ ２ の 先 端 部 １ ２ ａ に 内
蔵 し 、 コ ー ド １ ４ を 介 し て 電 子 内 視 鏡 １ ０ を プ ロ セ ッ サ 装 置 １ １ お よ び 光 源 装 置 に 接 続 し
、 挿 入 部 １ ２ を 生 体 内 に 挿 入 し て 、 撮 像 装 置 １ ６ に よ る 生 体 内 の 観 察 部 位 の 画 像 を モ ニ タ
１ ７ で 観 察 す る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
上 記 の よ う に 、 封 止 剤 ３ ５ の 表 面 に 真 空 蒸 着 に よ り 薄 膜 ４ ２ を 形 成 し た の で 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３
と カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ と の 間 の 空 隙 の 水 分 を 除 去 し た 状 態 で 封 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、
比 較 的 容 易 に 均 一 な 膜 質 の 薄 膜 ４ ２ を 得 る こ と が で き る 。 ま た 、 常 温 ～ ４ ０ ℃ の 雰 囲 気 温
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度 で 薄 膜 ４ ２ を 形 成 す る た め 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ が 破 損 す る お そ れ が な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
さ ら に 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ と 封 止 剤 ３ ５ と の 外 側 に 露 出 し た 境 界 部 分 ４ ０ 、 お よ び カ バ ー ガ ラ ス
２ ６ と 封 止 剤 ３ ５ と の 外 側 に 露 出 し た 境 界 部 分 ４ １ に か け て 薄 膜 ４ ２ を 形 成 し た の で 、 こ
れ ら の 境 界 部 分 ４ ０ 、 ４ １ を 伝 っ て 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ と カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ と の 間 の 空 隙 に 水 分
が 浸 入 す る こ と を 確 実 に 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
な お 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 上 記 実 施 形 態 の 薄 膜 ４ ２ に 加 え て 、 ス ペ ー サ ２ ５ 、 お よ び カ バ
ー ガ ラ ス ２ ６ の 端 面 ２ ５ ａ 、 ２ ６ ａ に 、 薄 膜 ５ ０ を 形 成 し て も よ い 。 こ れ に よ り 、 も し 封
止 剤 ３ ５ を 通 し て 水 分 が 浸 入 し た 場 合 で も 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ と カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ と の 間 の 空 隙
の 気 密 性 を 確 保 す る こ と が で き る 。 こ こ で 、 図 ５ で は 薄 膜 ４ ２ に 加 え て 薄 膜 ５ ０ を 形 成 す
る 例 を 挙 げ た が 、 薄 膜 ４ ２ に 代 え て 薄 膜 ５ ０ の み を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
上 記 の 場 合 、 撮 像 装 置 １ ６ の 製 造 手 順 は 、 ま ず 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 に 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ の 撮
像 面 ２ ３ ａ 上 に 、 ス ペ ー サ ２ ５ を 介 し て カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ を 取 り 付 け 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ の 後 端
面 に 回 路 基 板 ２ ７ を 接 着 す る 。 次 い で 、 ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ３ ０ に よ り 端 子 ２ ９ と 端 子 ３
１ と を 接 続 し 、 封 止 剤 ３ ４ に よ り 端 子 ２ ９ 、 ３ １ 、 お よ び ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ３ ０ を 封 止
す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
封 止 剤 ３ ４ に よ り 端 子 ２ ９ 、 ３ １ 、 お よ び ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ３ ０ を 封 止 し た 後 、 薄 膜 ５
０ を 形 成 す る ス ペ ー サ ２ ５ 、 お よ び カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ の 端 面 ２ ５ ａ 、 ２ ６ ａ を 除 い て 、 カ
バ ー ガ ラ ス ２ ６ お よ び 回 路 基 板 ２ ７ の 表 面 を カ プ ト ン （ 登 録 商 標 ） テ ー プ で マ ス キ ン グ し
、 薄 膜 ４ ２ と 同 様 の 条 件 で 薄 膜 ５ ０ を 形 成 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
薄 膜 ５ ０ の 形 成 後 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ お よ び 回 路 基 板 ２ ７ を 蒸 着 装 置 か ら 取 り 出 し て 、 薄 膜 ５ ０
の 上 か ら 封 止 剤 ３ ５ を 塗 布 す る 。 以 下 、 上 記 実 施 形 態 と 同 様 の 手 順 で 、 撮 像 装 置 １ ６ を 製
造 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
上 記 実 施 形 態 で は 、 封 止 剤 ３ ４ に よ り 端 子 ２ ９ 、 ３ １ 、 お よ び ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ３ ０ を
封 止 し た 後 、 封 止 剤 ３ ５ を 塗 布 し て か ら 薄 膜 ４ ２ を 形 成 し た が 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ と 回 路 基 板 ２
７ と の 接 着 や ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ３ ０ の 接 続 を 行 わ ず に 、 ス ペ ー サ ２ ５ 、 カ バ ー ガ ラ ス ２
６ の 端 面 ２ ５ ａ 、 ２ ６ ａ を 覆 う よ う に 封 止 剤 ３ ５ を 塗 布 し て か ら 薄 膜 ４ ２ を 形 成 し て も よ
い 。 こ の 場 合 、 薄 膜 ４ ２ の 形 成 後 、 ボ ン デ ィ ン グ ワ イ ヤ ３ ０ で 端 子 ２ ９ と 端 子 ３ １ と を 接
続 し 、 封 止 剤 ３ ４ を 塗 布 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
上 記 実 施 形 態 で は 、 端 子 ２ ９ が 回 路 基 板 ２ ７ 側 に 配 設 さ れ 、 裏 面 に 導 電 板 ２ ８ が 懸 け 渡 さ
れ た Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ を 例 示 し て 説 明 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ ず 、 例 え ば 回 路 基 板 ２ ７
の 反 対 側 に も 端 子 が 配 設 さ れ 、 ス ル ー ホ ー ル を 介 し て 内 部 配 線 に よ り 回 路 基 板 と 接 続 す る
Ｃ Ｃ Ｄ を 用 い た 場 合 に つ い て も 、 本 発 明 は 適 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
上 記 実 施 形 態 で は 、 Ｃ Ｃ Ｄ ２ ３ と カ バ ー ガ ラ ス ２ ６ と の 間 に 空 隙 を 空 け る た め に 、 ス ペ ー
サ ２ ５ を 使 用 し て い る が 、 ス ペ ー サ ２ ５ の 代 わ り に 透 明 接 着 剤 を 用 い て も よ く 、 カ バ ー ガ
ラ ス ２ ６ に 脚 を 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 上 記 実 施 形 態 で は 、 い わ ゆ る 直 視 型 の 電 子 内 視 鏡 １ ０ を 例 に 挙 げ て 説 明 し た が 、 側
視 型 の 電 子 内 視 鏡 に つ い て も 、 本 発 明 は 有 効 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ０ 】
【 図 １ 】 電 子 内 視 鏡 装 置 の 構 成 を 示 す 概 略 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 電 子 内 視 鏡 の 挿 入 部 先 端 の 構 成 を 示 す 拡 大 部 分 断 面 図 で あ る 。
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【 図 ３ 】 Ｃ Ｃ Ｄ 、 ス ペ ー サ 、 カ バ ー ガ ラ ス 、 お よ び 回 路 基 板 の 構 成 を 示 す 分 解 斜 視 図 で あ
る 。
【 図 ４ 】 封 止 剤 周 辺 の 拡 大 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 別 の 実 施 形 態 に 係 る 封 止 剤 周 辺 の 拡 大 部 分 断 面 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ２ 　 電 子 内 視 鏡 装 置
　 １ ０ 　 電 子 内 視 鏡
　 １ １ 　 プ ロ セ ッ サ 装 置
　 １ ２ 　 挿 入 部
　 １ ２ ａ 　 先 端 部
　 １ ６ 　 撮 像 装 置
　 ２ ３ 　 Ｃ Ｃ Ｄ
　 ２ ５ 　 ス ペ ー サ
　 ２ ６ 　 カ バ ー ガ ラ ス
　 ２ ５ ａ 、 ２ ６ ａ 　 端 面
　 ３ ４ 、 ３ ５ 　 封 止 剤
　 ４ ０ 、 ４ １ 　 境 界 部 分
　 ４ ２ 、 ５ ０ 　 薄 膜
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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